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で使われている Gale-Shapley アルゴリズムについて具体例を挙げながら説明された。また、実際に Gale-
Shapley アルゴリズムを就職・採用活動に適応する場合の課題についても説明され、どのように学生が企
業の選好順序を決めるのかについては、キャリアセンターなどの大学側の支援の重要性も指摘された。
　以上の 3つ報告は、「選択過剰時代」を企業、学生、市場という異なる切り口に対して、経営学、心理学、
経済学という異なる学問体系の知見を踏まえて考察したと言える。これらの報告を踏まえて、「選択過剰」
をどのように捉えるかという基礎的な現状認識に対する議論を行い、現状認識を合わせつつ、①選択肢を
縮小（過剰の縮減）すべきか、②選択過剰はそのままに個人や企業の選択する能力を高めるべきか、③選
択を支援する制度を充実すべきか、について様々な意見が交換された。もちろん、これら三つを検討すべ
きであるという合意はあるが、それぞれの報告者の間でどれを重視するかについては意見の相違もあり、
具体的な提案も異なっていた。議論は盛り上がり、その熱が徐々に会場全体を巻き込んでいったと言える。
　なお、当日のシンポジウムには、150名を超える参加があった。企業の採用担当者、大学の就職支援者、
就職情報会社など実務家が多かったが、それぞれの立場から議論に刺激を受けて様々な感想を持っていた
だけたと言えよう。
（文責：梅崎修）
